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非対称情報のもとでの

外国人労働者の受け入れ

島 田

Abstract

Weinvestigatetheeffectsofimmigrantsontheeconomycomprised

ofsubstituteandcomplementindustriesunderasymmetricinformation.

Inthiseconomy,wagesaredeterminedaccordingtheefficiencywage

hypothesis.ImmlgrantSareSubstitutesfornativeworkersinthesub-

stituteindustryandimmlgrantSareCOmplementstonativeworkersin

thecomplementindustry.Wealsoassumethateffectivelaborpercapita

differsamonglmmlgrantSandthatfirmsinthehostcountrydonothave

completeinformationonindividualeffectivelaborofemployedim一

migrants.Weshowthatitislikelythatinthesubstitute(complement)

industrynativeworkerutilityincreases(decreases)andtheprofitof

firmsdecreases(increases)asmoreimmigrantsareaccepted.This

resultiscontrastedwiththecasewherethereisnoasymmetryofinfor一

mationbetweenfirmsandimmlgrantS.Inotherwords,wheninforma-

tionissymmetric,thenativeworkerutilitybecomeslower(higher)

andtheprofitoffirmsbecomeslarger(smaller)inthesubstitute

(complement)industrywithincreasesinthenumberofimmigrants.

Ourresultssuggestthattheconflictingrelationofinterestsbetweenna-

tiveworkersandfirmsareaffectedbytheavailabilityofinformationas

wellasbytherelationofnativeworkersandimmlgrantSaSfactorsof

production.
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1節 は じ め に

本論文の目的は,受け入れ国の企業 と外国人労働者のあいだで情報が非対

称的である場合に,外国人労働者の受け入れが自国人労働者 と企業におよは

す影響を明らかにすることである.具体的には,外国人労働者 1人あたりの

有効労働力が異なり,企業がこれについて完全な情報をもたないと仮定する.

また自国人労働者 と外国人労働者が生産要素 として代替的な関係にある産業

と自国人労働者 と外国人労働者が生産要素 として補完的な関係にある産業を

仮定する.そしてこれらの産業が外国人労働者の受け入れを増加させると,

それぞれの産業の自国人労働者の効用 と企業の利潤がどのような影響をうけ

るかを調べる.これより自国人労働者 と外国人労働者の生産要素 としての関

係の違いや情報の非対称性の有無が外国人労働者の受け入れにたいする自国

人労働者 と企業の利害関係 とどのように係わっているかを明らかにする.

国際労働移動でもっとも重要な問題の 1つは,外国人労働者が受け入れ国

にどのような影響をおよぼすかである.すなわちどのような外国人労働者を

どの くらい受け入れると,どのような主体にどのような影響がしょうじるか

である.これについてはこれまで様々な研究がおこなわれ,国際労働移動の

主要な研究テーマの 1つを形成 している1).また外国人労働者は異なった主

体に異なった影響をおよぼすから,外国人労働者を円滑に受け入れるために

は,主体間でしょうじる利害の不一致を調整しなければならない.これにつ

いてもこれまで様々な研究がおこなわれてきた2).

1)ごく一部をあげれば,理論研究にはSchmidt,Stil∑,andZimmermann(1994),Zim-

mermann(1996)などがある.また実証研究にはBorjas(1997),Grossman(1982),
FriedbergandHunt(1995),ZorluandHartog(2005)などがある･仮に自国人労働者と
外国人労働者が生産要素として代替的であったとしても,外国人労働者が自国人労働者
におよはす影響についての実証分析の結果は,研究によって大きく異なる.

2)主体間で利害の不一致がしょうじるため,外国人労働者の受け入れ枠 (immigration

quota)の決定は,政治的プロセス (politicalprocess)に任せられやすい･政治的プロセ
スによる外国人労働者の受け入れ枠の決定については,Shughartetal･(1986),Ben-

habib(1996),Flores(1997),Amegashie(2004),Bodvarssonetal･(2007)などの研究
がある.
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これらの研究はたいへん興味深いが,情報の非対称性にたいする考慮がじ

ゆうぶんではなかった.すなわち企業は外国人労働者についても完全な情報

をもっていると仮定して,外国人労働者の受け入れの影響や利害の調整を検

討してきた.しかし労働市場は本来,情報の非対称性によって特徴づけられ

る市場である.例えば労働者は企業が知らない情報ももっている.たとえ自

国出身の労働者であっても彼らの生産性は企業にとってわかりやすいもので

はないから,外国出身の労働者であれば彼らの生産性は企業にとってひじょ

うにわかりにくいだろう.

したがって情報の非対称性を国際労働移動の分析に導入することは自然で

ある.KatzandStark(1984,1986,1987,1989)やStark(1991)は企業が

外国人労働者の生産性について不完全な情報をもっている場合を仮定し,情

報の非対称性によってどのような生産性をもった外国人労働者が流入しやす

いかを分析した.しかし外国人労働者の生産性にかんする情報の非対称性は,

流入する外国人労働者の生産性の違いに影響をおよばすだけではない.むし

ろ国際労働移動のどのような側面も,情報の非対称性と無関係ではないだろ

う.

そこで本論文は,外国人労働者の生産性についての情報が外国人労働者と

企業のあいだで非対称的であると仮定して,外国人労働者の受け入れが自国

人労働者の効用と企業の利潤にどのような影響をおよぼすかを調べ,外国人

労働者の受け入れにおいて自国人労働者と企業の利害がどのような関係にあ

るかを明らかにする.このような分析は,外国人労働者受け入れ政策を立案

するための手掛かりをあたえるだろう.

本論文の主な結果は,以下のとおりである.自国人労働者と外国人労働者

が生産要素として代替的である場合,外国人労働者 1人あたりの有効労働力

の平均値が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であるならば,外国

人労働者の流入は自国人労働者の効用を増加させ企業の利潤を減少させる.

一万,日国人労働者と外国人労働者が生産要素として補完的である場合,外
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国人労働者 1人あたりq)有効労働力の平均値が受け入れる外国人労働者数に

かんして弾力的であるならば,外国人労働者の流入は自国人労働者の効用を

減少させ企業の利潤を増加させる.したがって外国人労働者の生産性につい

ての情報が外国人労働者と企業のあいだで非対称的であっても,外国人労働

者の受け入れにかんして自国人労働者と企業の利害は一致しない.

これらの結果は,外国人労働者の生産性についての情報に非対称性が存在

しない場合と反対である.すなわち代替的である場合,外国人労働者の流入

は自国人労働者の効用を減少させ企業の利潤を増加させる.一方,補完的で

ある場合,外国人労働者の流入は自国人労働者の効用を増加させ企業の利潤

を減少させる.したがって外国人労働者の生産性についての情報の非対称性

はそれぞれの場合において,外国人労働者の受け入れにおける自国人労働者

と企業の利害関係を逆転させる可能性がある.

本論文の構成は,以下のとおりである.2節は,自国人労働者と外国人労

働者が生産要素として代替的な関係にある産業と自国人労働者と外国人労働

者が生産要素として補完的な関係にある産業をモデル化する.3節は,自国

人労働者と外国人労働者が生産要素として代替的な関係にある産業が外国人

労働者を受け入れるとこのような産業の自国人労働者の効用と企業の利潤が

どのように変化するかを調べる.4節は,自国人労働者と外国人労働者が生

産要素として補完的な関係にある産業が外国人労働者を受け入れるとこのよ

うな産業の自国人労働者の効用と企業の利潤がどのように変化するかを調べ

る.5節は,本論文をまとめ,今後検討し改善すべき点をあげる.

2節 モデル

本論文はBodvarssonetal.(2007)などと同じように,自国人労働者と

外国人労働者が代替的な生産要素である場合と自国人労働者と外国人労働者

が補完的な生産要素である場合を仮定する.本論文は,自国人労働者と外国



非対称情報のもとでの外国人労働者の受け入れ 5

人労働者が代替的な関係にある産業を代替的産業とよぴ,自国人労働者と外

国人労働者が補完的な関係にある産業を補完的産業とよぶ.前者では一方の

生産要素の限界生産力が他方の生産要素の減少関数であり,後者では一方の

生産要素の限界生産力が他方の生産要素の増加関数である.本論文では外国

人労働者は,生産をつうじてのみ受け入れ国に影響をおよばす3).それぞれ

の産業は自国人労働者と外国人労働者を雇い, 1種類の財を生産する.それ

ぞれの産業の資本ストソクは一定で,生産要素として明示的に生産関数に現

れない.代替的産業と補完的産業は独立である4).

代替的産業にはあらかじめ自国人労働者がN-S存在する.NHsは外生的に

あたえられ,分析をつうじて変化しない.これらの労働者はすべて同質で,

雇用する自国人労働者 1人あたりの有効労働力を1とする.代替的産業の企

業は,これについて完全な情報をもっている.補完的産業にはあらかじめ自

国人労働者がNIc存在する.NIcは外生的にあたえられ 分析をつうじて変

化しない.これらの労働者はすべて同質で,雇用する自国人労働者 1人あた

りの有効労働力を1とする.補完的産業の企業は,これについて完全な情報

をもっている.

外国人労働者も自国人労働者と同様に,すべて同質で企業はこれについて

完全な情報をもっている,と仮定されることが多い.しかし本論文は,外国

人労働者は異なる労働生産性をもち,企業は雇用する個々の外国人労働者の

生産性について完全な情報をもっていない,と仮定する5).具体的には,つ

ぎのような仮定をおく.

3)外国人労働者は,受け入れ国で生産される財にたいする需要などにも影響をおよばす

(GreenwoodandHunt1995).Bodvarsson,etal.(2006)によると外国人労働者は,財需

要を増加させることによって間接的に自国人労働者の雇用を増加させる可能性がある.

4)Shimada(2008)は代替的産業 と補完的産業からなる経済を仮定したが,自国人労働者

が産業間を国内移動する場合には代替的産業と補完的産業は独立ではなかった.

5)もちろん雇用してからある程度時間が経過すれば正確にわかるかもしれないが,す く

なくとも雇用する時点では企業は個々の外国人労働者の生産性を正確にわからない.
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代替的産業は受け入れ条件 (admissioncriteria)をもうけて,それをみた

す外国人労働者をMs受け入れる.M転 は外生的にあたえられるが,変更さ

れる.補完的産業も受け入れ条件をもうけて,それをみたす外国人労働者を

M-C受け入れる.M-Cは外生的にあたえられるが,変更される.M晦 やMIcの

増加は,代替的産業や補完的産業の外国人労働者の受け入れ条件の緩和を意

味する6).

外国人労働者の受け入れ条件を緩和して受け入れ数を増加させると,より

高い労働生産性をもった外国人労働者が流入するだろう.このため外国人労

働者 1人あたりの有効労働力の最大値は,外国人労働者数の受け入れ数の増

加にともなって増加する.したがって代替的産業の外国人労働者 1人あたり

の有効労働力の最大値 qH(MNs)と補完的産業の外国人労働者 1人あたりの有

効労働力の最大値 qH(MIc)を,

6)実際にどのような労働生産性をもった外国人労働者を受け入れることになるかは,政

策的に定める受け入れ条件だけでなく,外国人労働者の自己選択 (self-selection)によっ

ても影響される.企業が外国人労働者の生産性について不完全な情報しかもたない場合,

熟練労働は生産性を測 りにくいため,熟練労働者の賃金率は生産性よりも低 く設定され

やすい.一部の熟練労働者の生産性は,企業によって設定された賃金率よりも高い.一

方,不熟練労働は生産性を測 りやすいため,不熟練労働者の賃金率には生産性が反映さ

れやすい.このため生産性の低い労働者のほうが生産性の高い労働者よりも外国へ移動

しやすい.すなわち外国人労働者の負の自己選択 (negativeself-selection)がしょうじ

やすい (KatzandStark1987).一方,Chiswick(1999,2000)は情報の非対称性を仮定

せずに,正の自己選択 (positiveself-selection),すなわち外国人労働者の自己選択の結

果,生産性の高い労働者のほうが生産性の低い労働者よりも外国へ移動しやすいことを

示した.BellettineandCeroni(2007)によると,労働者の自己選択のほうが政策的に定

める受け入れ条件よりも外国人労働者の生産性にかんする最終的な結果に大きな影響を

およばす.しかし本論文は簡単化のために,外国人労働者の負の自己選択も正の自己選

択もおこらないと仮定する.外国人労働者の受け入れ条件q)緩和は一般に,生産性の低

い外国人労働者の流入を可能にする.このため本論文の仮定のもとでは受け入れ条件の

緩和によって,高い生産性をもった外国人労働者の流入よりも低い生産性をもった外国

人労働者の流入が促進されるだろう.外国人労働者の生産性 (外国人労働者 1人あたり

の有効労働力)の分布については,本節の後述を参照せよ.
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o<qH(Mi)≦1,管 ,o･i-S,C,

と仮定する.

また外国人労働者の受け入れ条件を緩和して受け入れ数を増加させると,

より低い労働生産性をもった外国人労働者も流入するだろう.このため外国

人労働者 1人あたりの有効労働力の最小値は,外国人労働者の受け入れ数の

増加にともなって減少する.したがって代替的産業の外国人労働者 1人あた

りの有効労働力の最小値 qL(Ms)と補完的産業の外国人労働者 1人あたりの

有効労働力の最小値 qL(MIc)を,

o<qL(Ml･)<1,響 くo･i-S,C,

と仮定する.

代替的産業においても補完的産業においても,外国人労働者の受け入れ数

の増加は受け入れ条件の緩和によるから,労働生産性の低い労働者が労働生

産性の高い労働者よりも多く流入するだろう.このため有効労働力の最小値

の減少は,有効労働力の最大値の増加よりも大きいだろう.そこで,

f響 I,響 ,i-S,C･

と仮定する.

代替的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労働力や補完的産業の外国人

労働者 1人あたりの有効労働力はそれぞれ,一様分布にしたがうと仮定する.

以上の仮定のもとでは,代替的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労働

力の平均値(予想値)o(MMs)(…os)と補完的産業の外国人労働者 1人あたりの

有効労働力の平均値(予想値)o(MTt)(≡oc)は,

o(MT･)-qH(M-i)+ qL(Mi),i-S,C,
2

と求められる.代替的産業や補完的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労
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働力の平均値は,0よりも大きく1以下である,また仮定から代替的産業や

補完的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労働力の平均値は,受け入れる

外国人労働者数の増加とともに減少する.すなわち,

晋 <o･i-S,C,

である.

代替的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労働力の平均値の代替的産業

が受け入れる外国人労働者数にかんする弾力性 りos(≡-0'(M～S)MIS/0(MTs))

と補完的産業の外国人労働者 1人あたりの有効労働力の平均値の補完的産業

が受け入れる外国人労働者数にかんする弾力性 榊C(≡-0'(MTt)MIC/0(M-C))

を一定と仮定する.

代替的産業の生産関数を,

Ys-Fs(Ns+0(MIs)Ms),Fs'>0,Fs"<0,

と仮定する.ここで,Nsは代替的産業で雇用される自国人労働者数を表し,

Msは代替的産業で雇用される外国人労働者数を表す.代替的産業で雇用さ

れる自国人労働者の有効労働力はNsであり,代替的産業で雇用される外国

人労働者の有効労働力は0(M-S)Msである7).

代替的産業の企業は,利潤最大化を目指して自国人労働者と外国人労働者

を雇う8).自国人労働者と外国人労働者は,つぎの条件をみたすように需要

される.

7)既に仮定したように,どちらの産業においても企業は雇用する個々の外国人労働者の

労働生産性について完全な情報をもっていないため,雇用する外国人労働者の有効労働

力を完全にコン トロールできない.このため実際に代替的産業で雇用される外国人労働

者の有効労働力が0(MT;)Msに等しいとは限らない.

8)代替的産業の企業の利潤7Csは,A-S≡ps(Ns十0(MTs)Ms)-wsNNs-u'sMMsと定義され

る.ここで,uJsNは代替的産業の自国人労働者の賃金率を表し,wsMは代替的産業の外

国人労働者の賃金率を表す.代替的産業の財価格は,分析をつうじて 1であると仮定する.
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Fs'-WSN.

o(M～S)Fs'-uJsM.

9

補完的産業の生産関数を,

Yc-Fc(Nc,0(MIc)Mc),Fcl,FcZ>0,Fc12,Fc21>0,

Fcll,Fc22<0,FcllFcz2-Fc12Fc21>0,

と仮定する9).ここで,Ncは補完的産業で雇われる自国人労働者数を表し,

Mcは補完的産業で雇われる外国人労働者数を表す.補完的産業で雇用され

る自国人労働者の有効労働力はⅣCであり,補完的産業で雇用される外国人

労働者の有効労働力は0(MTt)Mcである10)･

補完的産業の企業は,利潤最大化を目指して自国人労働者 と外国人労働者

を雇う11).自国人労働者と外国人労働者は,つぎの条件をみたすように需要

される.

Fcl-u)cN･

o(MIc)Fc2-WcM.

本論文では賃金率は,ShapiroandStiglitz(1984)などによる非怠業モデ

ル(non-Shirkmodel)によって決定される.すなわち代替的産業と補完的産

業における自国人労働者の賃金率と外国人労働者の賃金率は,雇用されたそ

9)Fcl≡∂Fc/∂Nc,Fc2≡∂Fc/∂〈0(MTh)Mc),Fc12≡∂(∂Fc/∂Nc)/∂(0(MTt)Mc),

Fc21…∂[∂Fc/∂(0(Mc)Mc)]/∂Nc,Fcll…∂(∂Fc/∂Nc)/∂Nc,

10)代替的産業の場合と同様,実際に補完的産業で雇用される外国人労働者の有効労働力

が0(MIc)Mcに等しいとは限らない.

ll)補完的産業の企業の利潤 7Tcは,7Tc…Fc(Nc,0(Mc)Mc)-wcNNc-u'cMMcと定義され

る,ここで,wcNは補完的産業の自国人労働者の賃金率を表し,u)cMは補完的産業の外

国人労働者の賃金率を表す.補完的産業の財価格は,分析をつうじて 1であると仮定す

る.
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れぞれの労働者の怠業を防ぐように決定される.

代替的産業で雇用され怠業しない代表的な自国人労働者の瞬間的効用を

WSN-esNとする.ここでesNは,代替的産業で雇用されている代表的な自

国人労働者の努力を表す.esNは外生的にあたえられ 分析をつうじて変化

しない.一方,代替的産業で雇用され怠業する代表的な自国人労働者の瞬間

的効用をu)sN とする.代替的産業で雇用されている代表的な自国人労働者

は怠業すると,psNの確率で怠業が見つかり解雇される･psNは外生的にあ

たえられ,分析をつうじて変化しない.さらに代替的産業で雇用されている

代表的な自国人労働者は,怠業以外の理由でβsNの確率で離職する･βsNは

外生的にあたえられ,分析をつうじて変化しない.

代替的産業において離職する自国人労働者は,自国人労働者の代替的産業

における失業への流入を形成する.一方,代替的産業において失業している

自国人労働者は,αsNの確率で再雇用される.このような自国人労働者は,

自国人労働者の代替的産業における失業からの流出を形成する.定常状態に

おいては,代替的産業で失業者となる自国人労働者数と再雇用される自国人

労働者数は等しい.αsNは定常状態において,この条件をみたすように決定

される.

これらの仮定のもとでは,代替的産業で雇用され怠業する代表的な自国人

労働者の予想生涯効用 VESsN は,

rvESsN -WsN+(PsN+PSN)(VUsN-VESsN)･

と表される.ここでγは,割引率を表す.γは外生的にあたえられ 分析を

つうじて変化しない･また VUsNは,代替的産業で失業している代表的な自

国人労働者の予想生涯効用であり,

rvUsN-W-+asN(VESsN- VUsN),

と表される.ここでu7は,失業手当を表す.失業手当は,失業しているす
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ベての労働者にとって共通である.W-は外生的にあたえられ,分析をつうじ

て変化しない.代替的産業で雇用され怠業しない代表的な自国人労働者の予

想生涯効用 VETNは･

rvETN-WsN-esN+PsN(VUsN-VE:N),

と表される.

非怠業条件 VEt-VESsN(≡VEsN)を課し,定常状態においては βsNNs-αsN

x(NT;-Ns)が成り立つことから,代替的産業の自国人労働者の定常状態で

の賃金率を求める.

WSN -W +esN+
PsN

esN･ (2sn)

縦軸と横軸にそれぞれ代替的産業の自国人労働者の賃金率と雇用量をとる

と,(2sn)式をみたす代替的産業の自国人労働者の賃金率と雇用量の組み合

わせは右上がりのグラフとして描かれる.

また代替的産業で雇用されている代表的な自国人労働者の定常状態での予

想生涯効用と代替的産業で失業している代表的な自国人労働者の定常状態で

の予想生涯効用はそれぞれ,

vEsN-雷+tNl1I

vUsN-雷鳥 N

(Ns/(NIs-Ns))β

esN,esN,

(3sn)

(4sn)

と求められる.(3sn)式と(4sn)式によると,代替的産業において自国人労働

者の雇用量が増加すると,自国人労働者は雇用されていても失業していても,

より高い予想生涯効用が得られる.

同様にして,補完的産業の自国人労働者の定常状態での賃金率は,

WCN-W+ecN+
(Nt/(NLc-Nc))βcN+r

PcN
ecN, (2cn)
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と求められる.定常状態においては,補完的産業で失業者となる自国人労働

者数と再雇用される自国人労働者数が等しいことに注意せよ･ここで, βα

は補完的産業で雇用されている代表的な自国人労働者の努力を表し, pcN は

補完的産業で雇用されている代表的な自国人労働者が怠業が見つかり解雇さ

れる確率を表し,βα は補完的産業で雇用されている代表的な自国人労働者

が怠業以外の理由で離職する確率を表す･ ecN, PcNおよび βcN は外生的に

あたえられ 分析をつうじて変化しない.縦軸と横軸にそれぞれ補完的産業

の自国人労働者の賃金率と雇用量をとると,(2cn)式をみたす補完的産業の

自国人労働者の賃金率と雇用量の組み合わせは右上がりのグラフとして措か

れる.

また補完的産業で雇用されている代表的な自国人労働者の定常状態での予

想生涯効用と補完的産業で失業している代表的な自国人労働者の定常状態で

の予想生涯効用はそれぞれ,

VEcN

VUcN

垂+.⊥
rPcN(Nc/(NLc-Nc))β

垂+⊥(Nc/(N-C-Nc)
r PcN r

βCⅣ, (3cn)

(4cm)

と求められる.(3cn)式と(4cn)式によると,補完的産業において自国人労

働者の雇用量が増加すると,自国人労働者は雇用されていても失業していて

も,より高い予想生涯効用が得られる.

代替的産業の外国人労働者の定常状態での賃金率 wsM と補完的産業の外

国人労働者の定常状態での賃金率 wcM はそれぞれ,

WSM-Wl esM + (M-s/-喝 二Ms))βsM†-resM,
PsM

u)cM =u7+ecM+
(垂/(M+C-Mc))βcM+r

PcM

(2sm)

(2cm)

と求められる.定常状態においては,それぞれの産業で失業者となる外国人
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労働者数と再雇用される外国人労働者数が等しいことに注意せよ.ここで,

esMは代替的産業で雇用されている代表的な外国人労働者の努力を表し,

psMは代替的産業で雇用されている外国人労働者が怠業が見つかり解雇され

る確率を表し,βsMは代替的産業で雇用されている代表的な外国人労働者が

怠業以外の理由で離職する確率を表す･esM,PsMおよびβsMは外生的にあた

えられ,分析をつうじて変化しない.またecMは補完的産業で雇用されてい

る代表的な外国人労働者の努力を表し,pcMは補完的産業で雇用されている

外国人労働者が怠業が見つかり解雇される確率を表し,βcMは補完的産業で

雇用されている代表的な外国人労働者が怠業以外の理由で離職する確率を表

す･ecM,PcMおよびβcMは外生的にあたえられ,分析をつうじて変化しな

い 12)

代替的産業の均衡条件は,(1sn)式および(2sn)求,(1sm)式および(2sm)

式から,

Fs'-W- + esN+
(NIs/(NIsINs))βsN+r

PsN

o(M-S)Fs,=wl esM.型 垂

esN'

-Ms))PSM+r

PsM
esM'

(5sn)

(5sm)

であり,補完的産業の均衡条件は,(1cn)式および(2cn)式,(1cm)式および

(2cm)式から,

Fcl-W-'ecN｣ NIc/(NIc三些 哩 cN-1-recN,
PcN

PcM

である.

(5cn)

(5cm)

12)代替的産業の企業は,外国人労働者であっても彼らの努力や怠業確率や離職確率につ

いては完全な情報をもっている,と仮定する.また補完的産業の企業は,外国人労働者

であっても彼らの努力や怠業確率や離職確率については完全な情報をもっている,と仮

定する.
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3節 外国人労働者の受け入れが代替的産業の自国人労働者と企

業におよぽす影響

本節は代替的産業において,外国人労働者の受け入れ条件の緩和による外

国人労働者の受け入れの増加が自国人労働者の効用と企業の利潤におよぼす

影響を調べ,外国人労働者の受け入れにおける代替的産業の自国人労働者と

企業の利害関係を明らかにする.

代替的産業への外国人労働者の受け入れの影響を明らかにするために,

(5sn)式および(5sm)式を全微分する.

(F;-EsNl)dNs+OsF;dMs- -0;MF;dMIs, (6sn)

CSF芸dNs+(Os2F昌一EsMl)dMs-(-Os0;MF;+EsM2I0;F;)dMIs,(6sm)

Ns PsN
T esN>0,EsMl∂Ns(N-S-Ns)2psNここで,EsNl≡% N-

Esが 驚 -

Ms PsM
(MIs-Ms)2PSM

∂Ms-(MIs-Ms)2PSM
auJsM Ms PsMrJ▲YL

-:-esM>0,

≡竺esM<0,である･また仮定から,dNs-0で

ある.

(6sn)式および(6sm)式をdNsについて解き,代替的産業が外国人労働者

の受け入れを増加させた場合に,自国人労働者の雇用量がどのように変化す

るかを調べる.

dNs_-OsF芸EsM2(卜 ワes)+OsO;F;F芸
(7sn)

(7sn)式の右辺の分母は正であるが,分子の符号は定まらない.このため代

替的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると代替的産業の自国人労働

者の雇用量が増加するか減少するかは,一般的には定まらない.

しかしヮos>1ならば,(7sn)式の右辺の分子が正となり,dNs/dM-S>0と
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なる.言い換えれば,代替的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有

効労働力の平均値が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であるなら

ば,代替的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると自国人労働者の雇

用量が増加する.

このような結果がしょうじるのは,りos>1ならば代替的産業が外国人労働

者の受け入れを増加させることによって却って,代替的産業で雇用される外

国人労働者の有効労働力が減少するからである.すなわち,

dMs

OsEsNIEsM2(1-ヤos)+OseもFもEsNl

EsNIEsMl-F;(Os2EsNl+EsMl)

であり,ワos>1ならば右辺の第1項と第2項はともに負である･また代替的産

業で雇用される外国人労働者の有効労働力の減少は,代替的産業の自国人労

働者にたいする需要曲線を右上へシフトさせるからである.すなわち代替的

産業の自国人労働者にたいする需要関数(1sn式)において,

dwsN-F昌dNs+F芸d(0(MLs)Ms),

が成り立っている.さらに2節で述べたように,非怠業条件をみたす代替的

産業の自国人労働者の賃金率と雇用量の組み合わせ(2sn式)は右上がりのグ

ラフとして描かれるからである.

(2sn)式,(3sn)式および(4sn)式によると,代替的産業の自国人労働者の

賃金率や予想生涯効用は,代替的産業の自国人労働者の雇用量の増加関数で

ある.したがって代替的産業の自国人労働者の賃金率や予想生涯効用が増加

するか減少するかは一般的には定まらないが,ワos>1ならば代替的産業への

外国人労働者の受け入れの増加は代替的産業の自国人労働者の賃金率や予想

生涯効用を増加させる.

代替的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると,代替的産業の企業

の利潤はつぎのように変化する.
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(8sf)

(8sf)式によると,代替的産業への外国人労働者の受け入れの増加が代替的

産業の企業の利潤を増加させるか減少させるかは,一般的には定まらない.

しかしdwsN/dMIsは ヮos>1ならば既に述べたように正である･dwsM/dMTs

の符号は定まらないが,雇用される外国人労働者数は雇用される自国人労働

者数にくらべて小さいので,ワos>1ならばdws/dMIs<Oである可能性が高

い 13)

要するに代替的産業への外国人労働者の受け入れが自国人労働者の厚生や

企業の利潤を増加させるか減少させるかは,一般的には定まらない.このた

め外国人労働者の受け入れにおける代替的産業の自国人労働者 と企業の利害

関係も,一般的には定まらない.しかし代替的産業が受け入れる外国人労働

者 1人あたりの有効労働力の平均値が弾力的であるならば,外国人労働者の

受け入れの増加は自国人労働者に良い影響をおよばし,企業に悪い影響をお

よばす.

このような結果は,代替的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有

効労働力が一定で企業がそれについて完全な情報をもっている場合と対照的

である.♂;-0ならば,

dNs OsF芸EsM2

dMJs偏-oEsNIEsM1-F芸(os2EsNl+EsMl)
<0,

である14).したがって代替的産業の自国人労働者の賃金率や予想生涯効用も,

代替的産業への外国人労働者の受け入れの増加によって減少する (∂u)sN/

∂Mhs巌 o<0,∂VEsN/∂MTslo;=o<0,∂VUsN/∂M-slo;=o<o)･これにたいして0;-0

13)du)sM/dMs-d(Osu)sN)/dMTs-o;uJsN+Os(dwsN/dMs)･
14)なぜならOsが一定ならば,代替的産業が受け入れる外国人労働者数が増加すると,代

替的産業で雇用される外国人労働者の有効労働力がかならず増加するからである.すな

わち,dI0(MIs)Ms)/dMsEo;=｡-os(F;EsM2-EsNIEsM2)/tEsNIEsMl-F芸(os2EsNl+EsMi))

>0である.
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である.要するに代替的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有効労

働力が一定で企業がこれについて完全な情報をもっているならば,外国人労

働者の受け入れの増加は,自国人労働者に悪い影響をおよほし,企業に良い

影響をおよばす.

以上の結果をまとめれば,外国人労働者が異なる労働生産性をもち雇用す

る個々の外国人労働者の生産性について企業が完全な情報をもっていない場

合においても,代替的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有効労働

力の平均値が代替的産業が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であ

るならば,代替的産業への外国人労働者の受け入れは代替的産業の自国人労

働者と企業にたいして相反する影響をおよぼす.この結果は,外国人労働者

1人あたりの有効労働力が一定で企業がこれについて完全な情報をもってい

る場合と同じである.しかし外国人労働者の受け入れが自国人労働者と企業

におよばす影響は,外国人労働者 1人あたりの有効労働力が一定で企業がこ

れについて完全な情報をもっている場合と反対である.したがって情報の非

対称性によって代替的産業の外国人労働者の受け入れにおける自国人労働者

と企業の利害が逆転する可能性があるといえよう.

熟練自国人労働者と熟練外国人労働者は通常,生産要素として代替的な関

係にあり,不熟練自国人労働者と不熟練外国人労働者も通常,生産要素とし

て代替的な関係にある.またKatzandStark(1987)が考えたように,熟練

労働は不熟練労働よりも労働者の生産性を測るのが難しいから,企業は熟練

外国人労働者の生産性について不完全な情報をもつだろう.これにたいし不

熟練外国人労働者の生産性については,完全な情報をもつことが可能かもし

れない.このように考えると本節の結果は,つぎのことを合意している.受

け入れる外国人労働者 1人あたりの有効労働力の平均値が受け入れる外国人
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労働者数にかんして弾力的であるならば,熟練自国人労働者と熟練外国人労

働者を雇用する産業では熟練外国人労働者の受け入れは,熟練自国人労働者

に有利にはたらき,企業に不利にはたらく15).これにたいし不熟練自国人労

働者と不熟練外国人労働者を雇用する産業では,不熟練外国人労働者の受け

入れは不熟練自国人労働者に不利にはたらき,企業に有利にはたらく.

4節 外国人労働者の受け入れが補完的産業の自国人労働者と企

業におよぼす影響

本節は補完的産業において,外国人労働者の受け入れ条件の緩和による外

国人労働者の受け入れの増加が自国人労働者の効用と企業の利潤におよばす

影響を調べ,外国人労働者の受け入れにおける補完的産業の自国人労働者と

企業の利害関係を明らかにする.

補完的産業への外国人労働者の受け入れの影響を明らかにするために,

(5cn)式および(5cm)式を全微分する.

(Fcll-EcNl)dNc+OcFc12dMc--0乙McFc12dMIc, (6cn)

ocFc21dNc+(CBFC22-EcMl)dMc-(EcM2-乾Fc2-OcObFc22Mc)dMc,(6cm)

N｡ .31､.＼･
∂Nc(NTH-Nc)2pcNここで,EcNl≡% N-

EcM21-驚 -

Mc PcM

(MTt-Mc)2PCM

ecN>0,EcMlawcM Mc βcMrL′⊥YJT-ecM>0,
∂Mc (M-C-Mc)2pcM

誓 ecM<0,である･また仮定から,dNc-0で

15)このような場合には企業は資源を投入して,雇用する熟練外国人労働者の生産性を正

確に把握しようとするかもしれない.なぜなら熟練外国人労働者の生産性を正確に把握

できるようになると,熟練外国人労働者の受け入れによって企業の利潤が増加する可能

性があるからである.
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ある.

(6cn)式および(6cm)式をdNcについて解き,補完的産業が外国人労働者

の受け入れを増加させた場合に,自国人労働者の雇用量がどのように変化す

るかを調べる.

dNc -OcFc12EcM2(1-7cc)+OcOとFc2Fc12
dMt oB(FcllFc22-Fc12Fc21ト (FcllEcMl+03Fc22EcNl)+EcNIEcMl

(7cn)

(7cn)式の右辺の分母は正であるが,分子の符号は定まらない.このため補

完的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると補完的産業の自国人労働

者の雇用量が増加するか減少するかは,一般的には定まらない.

しかしToc>1ならば,(7cn)式の右辺q)分子が負となり,dNc/dMTt:<oと

なる.言い換えれば,補完的産業が受け入れる外国人労働者1人あたりの有

効労働力の平均値が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であるなら

ば,補完的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると自国人労働者の雇

用量が減少する.

このような結果がしょうじるのは,Toc>1ならば補完的産業が外国人労

働者の受け入れを増加させることによって却って,補完的産業で雇用される

外国人労働者の有効労働力が減少するからである.すなわち,

d(0(垂)Mc)_Oc(FcllFcM2-FcNIFcM2)(ト 7cc)-OcO乙Fc2Fcll+Oc乾EcNIFc2

であり,ワcc>1ならばd(0(MNc)Mc)/dMIc<Oである･また補完的産業で雇

用される外国人労働者の有効労働力の減少は,補完的産業の自国人労働者に

たいする需要曲線を左下へシフトさせるからである.すなわち補完的産業の

自国人労働者にたいする需要関数(1cn式)において,

dwcN-FclldNc+Fc12d(0(MTb)Mc),

が成り立っているからである.さらに2節で述べたように,非怠業条件をみ

たす補完的産業の自国人労働者の賃金率と雇用量の組み合わせ(2cn式)は右

上がりのグラフとして措かれるからである.
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(2cn)式,(3cn)式および(4cn)式によると,補完的産業の自国人労働者の

賃金率や予想生涯効用は,補完的産業の自国人労働者の雇用量の増加関数で

ある.したがって補完的産業の自国人労働者の賃金率や予想生涯効用が増加

するか減少するかは一般的には定まらないが,ワoc>1ならば補完的産業へ

の外国人労働者の受け入れの増加は補完的産業の自国人労働者の賃金率や予

想生涯効用を減少させる.

補完的産業が外国人労働者の受け入れを増加させると,補完的産業の企業

の利潤はつぎのように変化する.

姦 -otFc2Mc一驚 Nc一 驚 Mc･ (8cf)

(8cf)式によると,補完的産業への外国人労働者の受け入れの増加が補完的

産業の企業の利潤を増加させるか減少させるかは,一般的には定まらない.

しかしdwcN/dMIcは7cc>1ならば負である･0'Fc2Mc<0でありdwcM/dM-C

の符号は一般的には定まらないが,雇用される外国人労働者数は雇用される

自国人労働者数にくらべ小さいので,Toc>1ならばd7rc/dM-C>0である可

能性が高い16)

要するに補完的産業への外国人労働者の受け入れが自国人労働者の厚生や

企業の利潤を増加させるか減少させるかは,一般的には定まらない.このた

め外国人労働者の受け入れにおける補完的産業の自国人労働者と企業の利害

関係も,一般的には定まらない.しかし補完的産業が受け入れる外国人労働

者 1人あたりの有効労働力の平均値が弾力的であるならば,外国人労働者の

受け入れの増加は自国人労働者に悪い影響をおよほし,企業に良い影響をお

よばす.

このような結果は,補完的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有

効労働力が一定で企業がそれについて完全な情報をもっている場合と対照的

である･乾-0ならば,

16)dwcM/dM-C-EcMl(dwc/dMt)十EcM2･
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ot=o oB(FcllFc22-Fc12Fc21)-(FcllEcMl+03Fc22EcNl)+EcNIEcMl

である17).したがって補完的産業の自国人労働者の賃金率や予想生涯効用も,

補完的産業への外国人労働者の受け入れの増加によって増加する (∂wcN/

∂M-cl乾-0>0,∂VEcN/∂MLcl乾=0>0,∂VUcN/∂Mcl乾=0>0)･またo'C-0な らば ,

雇用される外国人労働者数は雇用される自国人労働者数にくらべ小さいの

で,

塞 tob=. 一 驚 Nc- 驚 Mc<0,

である可能性が高い.要するに補完的産業が受け入れる外国人労働者 1人あ

たりq)有効労働力が一定で企業がこれについて完全な情報をもっているなら

ば,外国人労働者の受け入れの増加は,自国人労働者に良い影響をおよほし,

企業に悪い影響をおよばす.

以上の結果をまとめれば,外国人労働者が異なる労働生産性をもち雇用す

る個々の外国人労働者の生産性について企業が完全な情報をもっていない場

合においても,補完的産業が受け入れる外国人労働者 1人あたりの有効労働

力の平均値が補完的産業が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であ

るならば,補完的産業への外国人労働者の受け入れは補完的産業の自国人労

働者と企業にたいして相反する影響をおよはす.この結果は,外国人労働者

1人あたりの有効労働力が一定で企業がこれについて完全な情報をもってい

る場合と同じである.しかし外国人労働者の受け入れが自国人労働者と企業

におよぼす影響は,外国人労働者 1人あたりの有効労働力が一定で企業がこ

れについて完全な情報をもっている場合と反対である.したがって情報の非

17)なぜならβCが一定ならば,補完的産業が受け入れる外国人労働者数が増加すると,捕

完的産業で雇用される外国人労働者の有効労働力がかならず増加するからである.すな

わち,d(0(碗 )Mc)/dMTdβ乙-.-Oc(FcllEcM2-EcNIEcM2)/(0g(FcllFc22-Fc12Fc21)-

(FcllEcMl十GBFc22EcNl)十EcNIEcMl)>0である.
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対称性によって補完的産業の外国人労働者の受け入れにおける自国人労働者

と企業の利害が逆転する可能性があるといえよう.

熟練自国人労働者 と不熟練外国人労働者は通常,生産要素として補完的な

関係にあり,不熟練自国人労働者と熟練外国人労働者も通常,生産要素とし

て補完的な関係にある.また3節で述べたように,企業は熟練外国人労働者

の生産性については不完全な情報をもつだろうが,不熟練外国人労働者の生

産性については完全な情報をもつことが可能であるかもしれない.このよう

な仮定のもとでは,本節の結果はつぎのことを合意している.熟練自国人労

働者 と不熟練外国人労働者を雇用する産業では不熟練外国人労働者の受け入

れは,熟練自国人労働者に有利にはたらき,企業に不利にはたらく.これに

たいし不熟練自国人労働者と熟練外国人労働者を雇用する補完的産業では熟

練外国人労働者の受け入れは,受け入れる外国人労働者 1人あたりの有効労

働力の平均値が受け入れる外国人労働者数にかんして弾力的であるならば,

不熟練自国人労働者に不利にはたらき,企業に有利にはたらく18)

5節 まとめ

本論文は,外国人労働者の生産性について受け入れ国の企業が不完全な情

報をもっていると仮定して,外国人労働者の受け入れが自国人労働者と企業

にどのような影響をおよぼすかを調べた.

外国人労働者が受け入れ国の主体におよぼす影響については,これまでた

くさんの研究がおこなわれてきたが,労働市場を特徴づける労働者の生産性

についての情報の非対称性は明示的に分析に取 り入れられなかった.そこで

18)自国人労働者と外国人労働者が生産要素として代替的である場合と異なり,企業は資

源を投入して,雇用する熟練外国人労働者の生産性を正確に把握しようとしないだろう.

なぜなら資源を投入するために費用がかかるうえに,熟練外国人労働者の生産性を正確

に把握できるようになると,熟練外国人労働者の受け入れによって企業の利潤が低下し

てしまうおそれがあるからである.
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本論文はKatzandStark(1987)などにならって,外国人労働者の生産性に

ついての情報の非対称性を国際労働移動の分析へ導入した.また本論文は

Bodvarssonetal.(2007)などと同じように,自国人労働者と外国人労働者

が生産要素として代替的な関係にある場合と補完的な関係にある場合を仮定

した.これらは外国人労働者の影響を調べるさいもちいられるもっとも基本

的な関係である.

そして外国人労働者の生産性についての情報が非対称的であっても,代替

的産業と補完的産業の両方で外国人労働者の受け入れにかんして自国人労働

者と企業の利害は相容れないことがわかった.また自国人労働者と企業の利

害は,自国人労働者と外国人労働者の生産要素としての関係の違いや情報の

非対称性の有無によって逆転する可能性があることがわかった.

本論文の結果によれば,自国人労働者や企業が外国人労働者の受け入れに

ついてどのような政策を望むかは,自国人労働者と外国人労働者の生産要素

としての関係や外国人労働者の生産性についての情報の利用可能性によって

異なるだろう.例えば代替的産業で熟練自国人労働者と熟練外国人労働者が

雇用され 補完的産業で熟練自国人労働者と不熟練外国人労働者が雇用され

るならば,自国人労働者はどちらの産業においても外国人労働者の受け入れ

の拡大を望み,企業はどちらの産業においても外国人労働者の受け入れの抑

制を望むかもしれない.このような場合,企業q)不利益を緩和しなければ,

外国人労働者の受け入れを増加させることは難しいだろう.

本論文で今後検討し改善すべき点として,つぎのことがあげられる. 1つ

は,企業が外国人労働者の何について完全な情報をもっていない かについて

である.企業が不完全な情報しかもっていないのは,本論文で仮定した外国

人労働者 1人あたりの有効労働力についてだけではない.これに代わる仮定

の 1つは,外国人労働者の努力の違いとそれについての情報の非対称性であ

る.このような仮定のもとでは,企業は外国人労働者の努力の期待値に基づ

いて非怠業条件をみたす賃金率を決定するから,努力の期待値よりも実際の
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努力が高い外国人労働者は怠業するかもしれない.仮にそうであるならば企

業は資源を投入して,雇用する外国人労働者の努力を正確に把握しようとす

るかもしれない.これについては新しいモデルを構築して検討してみなけれ

ばならない.自国人労働者と企業の異なった利害関係がしょうじる可能性が

ある.

もう1つは,企業と外国人労働者のどちらが他方の完全な情報をもってい

ないかについてである.もちろん一般的には,どちらも他方の情報は完全に

もっていない.しかし第 1次的接近として本論文とは逆に,外国人労働者が

企業について不完全な情報しかもっていないと仮定することも可能である.

なぜなら外国人労働者は自国人労働者とは異なり,受け入れ国について十分

な情報をもっていないからである.外国人労働者は,企業が労働契約を故意

に破る可能性や企業が倒産する可能性などについて不完全な情報しかもたな

い.このため外国人労働者は賃金の支払いなどの労働契約が確実に実行され

る企業に雇用されるとは限らない.企業についての情報の非対称性は国際労

働移動で特にしょうじやすい状況なので,新しいモデルを構築して検討して

みる価値が大いにある.
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